


【900点突破塾】へようこそ︕
• 「決断」の価値

•体験セミナーでお話しした2つのマインドセット

• 「ハイスタンダード」&「本気環境」

•すでにクリアされている

•あとはやるだけ︕



英語(TOEICコーチング)とは︖
•英語(TOEIC)コーチングとは、英語を教えるだけではなく「英
語の勉強のやり⽅を指導し、サポート」をするという新しいタイプ
の学習指導法

• 「勉強」を教えるだけでなく「勉強のやり⽅」を教えるということ

•上級者以上を⽬指すのであれば「コーチング」が必須

• 「⾃分でできるようになること」がゴール



180⽇間のスケジュール



「正しい勉強」を「やり抜く」
• 「正しい勉強」を「やり抜くこと」で必ずスコアは伸びる

• 「やり抜くこと」を阻むポイント(＝挫折パターン)をあらかじめ
知っておくのが重要

•具体的には3つ

•それぞれ解説します



挫折パターン①︓God
Gap of disappointment

成⻑は直線的ではない

【想像】
1→2→3→4→5→6…

【実際】
1→1→1→2→2→4→8→16…



【よくある話】⼀時的なスコアダウン
•フォームを改造するようなもの

•知識が増えて考えるようになるから
•知識が増えて深読みするようになるから
•理解できる量が増えて速さを意識するようになるから
• TOEICが難しくなっているから

• 「そういうこともある」と捉えて気にせずに継続する



挫折パターン②︓⽬的意識の薄れ

•今のモチベーションと3ヶ⽉後のモチベーションは絶対違う

•⾃分の意志で始めたことでも慣れてくると義務感が出てくる

•ブレたら常に「原点(＝Why＝始めた理由)」に⽴ち返ること

• 「Why」は毎⽇確認するくらいでちょうどいい



【ワーク】「Why」を書き留める

•あなたは、なぜ(Why)900点を⼿に⼊れたいのですか︖



挫折パターン③︓現状維持メカニズム
•⼈間には「現状を維持したい」という強い本能がある

•つまり、「変化を嫌う」ということ

• 「変化」が現実的になってきたときに強く発動する

•⾔い訳／⾃⼰否定／スケジュールからの逸脱etc

•そういう気持ちが出てきたらチャンスと捉える



毎⽇オールアウトすることだけに集中

• 「オールアウト」＝「⼒をすべて出し切った状態」

•その⽇が終わったときに「オールアウト」できているかを⾃問する

•毎⽇1ミリずつでも⾃分の限界を超えていく

•合⾔葉は「あー、きつい︕」



何でも達成できる⼈間になれる
•ここまで話してきた3つのポイントは「⼼理メカニズム」の話

•①︓God
•②︓⽬的意識
•③︓現状維持メカニズム

• うまく使いこなせるようになれば、何でも達成できるようになる

• 「900点を取るためにTOEICに挑戦する」でなく「達成できる
⼈間になるためにTOEICに挑戦する」と考えるのがおすすめ



勉強時間とスコアの関係性

• 200時間1レベルアップの法則

• 「1⽇1時間(⽉30時間)」スコアダウン
• 「1⽇2時間(⽉60時間)」現状維持
• 「1⽇3時間(⽉90時間)」スコアアップ

600点

700点

800点

850点

900点



【再掲】180⽇間のスケジュール



ステップ①︓発⾳記号の習得



「発⾳記号」は盲点になりがち
•発⾳記号は難しい・・・は誤解

• 「発⾳記号を習得」=「⼤量の時間節約」 

•⾃分で発⾳記号を読んで発⾳できるようになる

• 2⽇〜1週間で発⾳記号を習得してしまう



やっと⾒つけた掘り出し物



1つずつ声に出して覚える



OKとする基準は︖

①ができたらOKにする
(8割5分くらい近い⾳が出せたらOK)



ステップ②︓「キクタン600&800」
単語カード作成



語彙⼒とスコアは⽐例する



900点突破の最⼤の鍵は語彙⼒

猛⽜先⽣のTwitterより



ありがちな症状



求められる語彙⼒の基準

•William Grabeの論⽂
『Reading in a Second Language: Moving from Theory to Practice』

•英⽂がスムーズに読める基準(＝900点突破に必要不可⽋)

•パッセージの98~100%の単語の意味が“瞬時”に出てくる状態

•分からない単語は推測すればいいのでは…︖



推測は当たらないし時間がかかる



『ENGLISH JOURNAL ONLINE』よると…



逃げたくなるのが普通
•単語暗記は楽ではない。⽇本⼈の⼤部分が挫折するか、⾒
て⾒ぬふりをしている

•だからこそ、覚悟を決めてやり抜くことができれば、⽇本⼈の⼤
部分が⼿に⼊れられないものが⼿に⼊る

•正しい⽅法で淡々と続けたら必ず覚えられる

•そのための勉強法をこれから説明します



使うのは単語カード



よくある質問



単語カードが最強である理由
• 思い出すこと(想起)がうまく組み込まれている

• ⾃由に順番を⼊れ替えられる

• 進捗が⾒えてモチベーションを維持しやすい

• 持ち運びが便利でスキマ時間の学習に最適

• 今でも⽣き残っている(＝効果がある)



使う単語帳はキクタン600&800



単語カードの作り⽅(情報は極⼒少なく︕)
• 【ステップ1】︓キクタン600とキクタン800の単語・熟語を「⼀瞬
で意味が出る」or「それ以外」に分ける

• 【ステップ2】︓「それ以外」のものを単語カードに書き写す

• 【ステップ3】︓発⾳が不安なものだけ発⾳記号を書き込む

• 【ステップ4】︓裏に⽇本語の意味を書く



単語カードを使って覚えていく⽅法

• 「1⽇1束」を常に持ち歩く

• 「寝るまでに絶対1束終わらす」と決める

• スキマ時間に何度も取り出し、声に出して覚えていく

• タイムリミットを設けて「ゲーム感覚」で取り組むのがおすすめ

• サクサク進むときの快感を体に叩き込む



情報①

• ⼤ベストセラー『運動脳』

実のところ、運動以上の記憶⼒を
⾼められるものはないといえることを、
まず初めにお伝えしておきたい。
(P209)



最も⼤事なのは「復習」

復習のベストなタイミングは…

その⽇/次の⽇/1週間後/1ヶ⽉後

⼤事なのは「その⽇/次の⽇」

寝る前にその⽇の1束、翌朝に前⽇の1束



復習の具体的なやり⽅



単語暗記3つのマインドセット

① 「覚えられなくて当たり前」の意識

② 「英語→⽇本語」を徹底する

③ 「覚えた」の基準を厳しめに



①「覚えられなくて当たり前」の意識

• 暗記が苦⼿(＝すぐ忘れる)は思い込み

• 覚えられないときは「やり⽅を間違えている」というケースがほと
んど(＝勝⼿にアレンジを加えてしまっている)

• 英語のプロでも10回の覚え直しが必要

• 忘れても気にせずに淡々と覚え直すこと



②「英語→⽇本語」を徹底する

• 「英語を英語のままで理解する」は可能︖

• TOEICは「英語→⽇本語」が求められる

• 「⽇本語→英語」や「英語→英語」はレベルが上がるからこそ
できるようになっていく

• 「英語→⽇本語」ができたらTOEICは攻略できる



③「覚えた」の基準を厳しく

• ⼀瞬で意味が出てこないと、リスニングでは使えないし、 リーテ
ィ゙ングでもスムーズに読んでいくことができない

• 英単語を⾒た瞬間(1秒以内)に⽇本語の意味を出す

• その状態を「覚えた」とする

• 妥協すればするほど後で悩むことになる



覚えにくい単語への5つの⼯夫

1. 似た「スペル」の単語を固めて覚える

2. 似た「意味」の単語を固めて覚える

3. 単語カードの「表」にヒントを書き込む

4. Google画像検索でイメージを掴む

5. 壁に貼る



1.似た「スペル」の単語を固めて覚える

• 単語のつづりが似ていて覚えられない…

• 「portable／probable」「expect／except」
「weather／whether」 など

• 同じ場所(＝カードの前後)に固めてまとめて覚えるといい



2.似た「意味」の単語を固めて覚える

• 単語の意味が似ていてごちゃごちゃする…

• appraisal／assessment／evaluation

• すべて「評価」という意味

• 固めるとそれぞれが引っかかりになって覚えやすい



3.単語カードの「表」にヒントを書き込む
• 時間の節約のために「覚えにくいもの」だけキクタンの「フレーズ」
か「例⽂」を書き込む

• 「裏」に書いても効果が薄いので「表」に書く

• それをヒントにして覚えてしまう a conscious attempt



4. Google画像検索でイメージを掴む



5.壁に貼る



ステップ③︓単語カード暗記のみに1週間集中



みんな単語暗記をサボりがち…

• 単語暗記はずっとやり続ける

• 「単語暗記と⽂法」「単語暗記と⾳トレ」「単語暗記と多解き」

• 単語暗記を当たり前のルーティーンにしてしまうために、1週間は
単語暗記だけに集中する

• この1週間だけは「1⽇2束(＝200枚)」にチャレンジ



単語勉強法まとめ

• まずは作成したキクタンの単語カードを覚えきる

• その後は、模試を解いていく中で出会った「知らない単語」を1
つ1つ潰していく

• 僕の英語(TOEIC)学習のコアになっている⾔葉

• 迷ったら語彙をやれ︕



ステップ④︓単語カード暗記&
『プラチナ英⽂法』2回読了



⽂法学習のあるある話

• ⽂法の問題を解く

• 間違えた問題の解説を読んで理解する

• 時間を空けて、また⽂法問題を解く

• 同じような問題で間違えて、解説を読むと「あぁ、そうだった︕」
と思う

このループを断ち切る！



⽂法学習の本質
•単語学習となにも変わらない

•単語と同じで「覚えて」「瞬時に」「引き出せるようになること」が
⽂法学習の本質

•理解できていないところを「抽出」して「覚えないと」意味がない 

• ex.「whoever」と「anyone」は、どういうケースでどちらを使う
のが正解か︖



⽂法学習の基本的なスタンス
•問題を解きながら、理解できていない部分を認識して「抽出」
し潰していく

•それが基本的なスタンス

•ただ、その前に初歩的なところに「抜け」がないかをチェックする
ために『プラチナ英⽂法』を総ざらいしていく

• TOEICに特化したすばらしいテキスト



プラチナ英⽂法

2周読んで仕上げていく︕



【重要】2周読みのやり⽅
• 1周⽬は「全体像の把握」と「馴染むこと」を⽬的にどんどん読み進め
ていく

• 2周⽬は「理解すること」を⽬的に1ページずつ丁寧に読んでいく

•※「プラチナセンテンス」と「Chapter7」は⾶ばしてOK

•最後にまとめて「章末チェック」を実施する

• 「適当に選んだもの」「間違えたもの」を情報カードに抽出



最強の⽂房具『情報カード』



情報カードへの抽出法
•以下の画像のように「テスト形式」で抽出するのが鉄則 
→記憶は「想起」したときに強化される

表 裏

※覚えたいことがあればガンガン情報カードに抽出していく︕ 



『プラチナ英⽂法』読了後
•この時点で「全体像」は掴めている状態

• 900点突破のためには、その先にある「細かい⽂法知識」の習
得が必要

•問題を解く中で⾝につけるしかない

•そのときに役⽴つマインドセットを5つ紹介します



⽂法学習5つのマインドセット
① 「なんとなく選ばない」を徹底する

② 「必ず理解できる」という前提で取り組む

③ 「検索⼒」を鍛える︕という意識をもつ

④⾃分の感覚は置いておく

⑤ イライラしたら時間を置く



①「なんとなく選ばない」を徹底する
•根拠なく解いていたら必ずどこかで頭打ちする

• 「なぜそれが正解になるのか」を常に考えながら問題を解く

•最初は時間がかかるが、その先にこそ「スピード」そして「本物の
感覚」がある

•まずは「丁寧さ」、それから「スピード」が鉄則



②「必ず理解できる」という前提で取り組む
• 「訳がわからん︕」と思うときは、⼤抵の場合どこかに勘違いや思い
込み、知識のもれがある

• Aquazine is a producer of water filters, but the 
company it plans to merge with (          )  personal 
computers.

(A) manufactures
(B) manufacturing
(C) manufacture
(D) is manufactured



③「検索⼒」を鍛える︕という意識をもつ
• TOEIC学習の最強のお供…「検索⼒」

•⾃分が疑問に思うことは、ほぼ100%の確率で過去に誰かが
疑問に思っている

•すぐに答えを聞くのもいいが、⾃⼒をつけるには⾃分で粘ってみる
ことが⼤切

•例えば・・・、



「whoever」と「anyone」
• どちらも「誰でも」という意味

•We will give a discount to (            ) completing 
our survey.

anyone



④⾃分の感覚は置いておく
• プラチナ英⽂法より

• ( ) employees in a proper way can help increase productivity. 

(A) Motivate
(B) Motivated
(C) Motivating
(D) Motivation

•⾃分の理解をTOEICにすり合わせていく



⑤イライラしたら時間を置く
•意味がわからなくて無性にイライラしてしまうときが必ずある

•正常に思考できていない状態

•⼀旦その問題から離れて時間を置く

•クリアになった頭で再度考えたり調べたりすると不思議と理解で
きる



⽂法勉強法まとめ

• 『プラチナ英⽂法』の2周読みに取り組んでいく

•その後は「多解き」の中で、1つ1つ細かい⽂法項⽬を潰していく

•⽂法は単語と同じだと捉えて取り組む

•発狂しそうになることが何回かくるが、必ず乗り越えられる



ステップ⑤︓単語カード暗記&
『公式問題集』で⾳トレ



900点の理想スコアバランス
• 「L︓満点(近く)」&「R︓400点台前半」

• リスニングは4問程度ミスしても満点が出る



完璧には聞き取れない

※完璧主義になりすぎないようにする



リスニングで満点を取る⽅法

• 2⽅向からのアプローチによって満点を狙う

•①︓聞き取れないところを1つ1つ潰していく

•②︓リーディング⼒を鍛える

• 「⾳のトレーニング」が関係してくるのは①のアプローチ



聞き取れないところを潰すには︖

•英語の⼤原則︓「出せるものは聞ける」

•つまり、聞き取れなかったところを出せるようになるトレーニングを
すればいい

•ただ、それを「正確に」やらないと意味がない

•そのために⾏うのが「⾳のトレーニング(⾳トレ)」



「⾳トレ」の⽬的
• 「リピーティング」と「オーバーラッピング」ができるようになること

•できるようになったら英語学習で⼀⽣困らない

• 「復習のときに使う道具(＝リピーティングとオーバーラッピング)」を
⾳トレで⼿に⼊れていく

•やればやるほど確実にうまくなる



「⾳トレ」の副産物

• TOEICのリスニングが速くないことがわかる

•英⽂がテンポ良く読めるようになる

•上達が実感しやすくモチベーションに好影響

•もちろん、英会話⼒のアップに直結する



「⾳トレ」への感想



「⾳トレ」は『公式問題集5』で実践

TEST1 Part4の5つ分のパッセージを仕上げる︕



「⾳トレ」実践の4ステップ

• 【ステップ1】︓スクリプトを読んで意味を理解する

• 【ステップ2】︓⾳声を聞きながら⾳の変化をスクリプトへ書き込む

• 【ステップ3】︓スクリプトを⾒ながら1⽂ずつリピーティングする

• 【ステップ4】︓スクリプトを⾒ながら全⽂をオーバーラッピングする



【ステップ1】︓スクリプトを読んで意味を理解する

•⾳トレは、できる限り「話し⼿」になりきって読むことが⼤切

•英⽂の意味が分かっていなかったら「話し⼿」になりきれない

•だから、まずはスクリプトを読んで意味を理解する(黙読でOK)

•分からない単語や表現は調べる



【ステップ2】︓⾳声を聞きながら
⾳の変化をスクリプトへ書き込む

• リスニングで最も重要なのは「⾳の変化」

•これが英語が「速く聞こえる」ように感じる原因

•細かく分類もできるが、メインは「連結」と「沈黙」

•※詳しく知りたい⽅のために別途WEBページを紹介します



⾳の変化の例

• cost of︓「カスタブ」
• group of : 「グルーポブ」
• your own︓「ユアロウン」
• is an electronic︓「イザネレクトゥロニック」
• last year︓ 「ラス イヤー」 
• take a look at the︓「テイカルカタ」



【資料】書き込み具体例

まずは必ず⾃分でやること︕
難しい場合は速度を落としてみる



【ステップ3】︓スクリプトを⾒ながら
1⽂ずつリピーティングする

•お⼿本を1⽂聞く→頭の中で覚える→真似する

•スクリプトは⾒てOK⻑い⽂章は途中で区切ってもOK

•意味を頭の中で理解しながら声に出して読む

• うまくできたら次の1⽂に進む



【ステップ4】︓スクリプトを⾒ながら
全⽂をオーバーラッピングする

•お⼿本に合わせてぴったり重ねて全⽂を読む

•スクリプトは⾒てOKとにかく「なりきる」という意識が⼤切

•横着をせずに、できるようになるまで何⼗回でも練習する

•納得いくレベルになったら録⾳して提出し、フィードバックを受ける



⽇本⼈発⾳から脱却する3つのヒント

1.常に⼝⾓を上げて声を出す

2.息を⼤きく吸い込んでお腹や喉の奥から声を出す
(※うるさいくらいでちょうどいい)

3.恥ずかしがらない



最初は絶望するのが普通

•慣れていないと最初はうまくできないのが普通

•でも、やり続けたら必ず上達する

•イライラした回数に⽐例してうまくなる

• 5つのパッセージをきっちり仕上げていきましょう︕



ステップ⑥︓単語カード暗記&
『全⼒特急』で解き⽅の習得



「英語⼒」✖「解き⽅」＝スコア
• TOEICは情報処理の試験

•純粋な英語⼒を試すための問題量ではない

• 「英語⼒」と同じくらい「解き⽅」も求められる

•同じ英語⼒の⼈でも解き⽅次第で100点くらい変わる



『全⼒特急』で解き⽅を⾝につける

この本の完全コピーで僕は900点を超えられた︕



読み進め⽅はシンプル
•最初からじっくり読んでいく

•各パートごとの解き⽅の理解→実践問題で練習

•最後のクォーター模試まで終わったら完了

•途中に出てきた分からない単語は単語カードに抽出



情報②

• おすすめシャープペンシル&消しゴム

https://amzn.asia/d/2EIGpt5

https://amzn.asia/d/2EIGpt5


ステップ⑦︓模試を使っての「多解き」
ステップ⑧︓未習得単語潰し



スコアごとに同じような思考になる

• TOEICのスコアごとに思考がおもしろいくらい⼀致してくる

• 900点を超える⼈の考えの傾向は・・・

•とにかく「単語」と「量」だと確信する

•それを満たすのが「多解き」



量質転化の法則
•⼀定量をこなすと、急に質が上がる

•質の向上を感じられないときは単純に「量」が⾜りていないだけ

•予想以上に「量」が必要だということをあらかじめ認識しておく

•やり切れたら900点は取れる



多解きをすると起こること
•⼤量の英⽂を⾒て「ウッ」とならなくなる

• 「わからない」は「⾒慣れていない」だけのケースが多い

•慣れたらTOEICの英⽂は難しくないことに気づく

• 「単語暗記」と「多解き」ですべては解決する



満点を取るまでに解いた量

132枚×200問＝26,400問



多解きのメリット
•体⼒や集中⼒が鍛えられる
•正解パターンのデータベースが増える
•固有名詞に惑わされなくなる
•背景知識のストックが増える
•⾃分なりの解き⽅が確⽴する
•タイムマネジメントがうまくなる
•そもそもTOEICという試験に慣れる
•⾃分の弱点が浮き彫りになる



まずは『精選模試バージョン1』からスタート

※グループチャットで資料を共有します



Retry(リトライ)法で取り組む
•同じ模試にリトライする(＝2回解く)

• 1回⽬は時間を計って解く(丸つけなし)

• 2回⽬は時間無制限で解く
•※リスニングは何回聞いてもOK
※辞書やネット検索を使うのはNG
•※⾃信なくマークした問題にはチェックをつけておく

• そうすると何が分かるのか︖



弱点がピンポイントで分かる

1回⽬ 2回⽬ 分かること

正解 正解 問題なし

不正解 正解
多解きを継続すれ
ば⾃然と解決

正解 不正解
まぐれ当たりなの
で要復習

不正解 不正解
知識不⾜なので
要復習



こうなるのが普通



真の復習とは何か︖

•わからなかったところを潰していく

•それを怠ると、10,000問解いたとしてもスコアは上がらない…

•つまり、同じような問題で間違え続けてしまう…

• 「抽出」し、「覚える」ことが鉄則︕(※特にリーディング)



リスニング復習法
• Part1/Part2は、聞き取れなかった⽂をスクリプトを⾒ながら5
回リピーティングし、そのあとスクリプトを⾒ずに再度聞いて聞き取
れたらOKとする。

• Part3/Part4は、スクリプトを確認して意味を理解したあと、ス
クリプトを⾒ながら5回聞き、再度にスクリプトを⾒ずに聞いて理
解できたらOKとする。

•※わからなかった単語はすべてカードにする



リーディング復習法

•抽出し、覚えることがすべて︕



抽出の具体例
•記憶の絶対原則は「想起」
→「テスト形式」で作るようにする



抽出&暗記のおかげで満点

弱点を潰すからこそ力がつく



「抽出」したものを「覚える」
•スキマ時間は「単語カード」か「情報カード」を常にめくっている状
態にする

•スキマ時間以外でも、暇さえあれば常にめくるようにする

•この作業がスコアアップそのもの

単語を覚えつつ、多解きを継続したら必ずスコアは上がる



まずは1週間で1模試を⽬標にする
1⽇⽬ 時間を計って1回⽬を解く
2⽇⽬ 時間無制限でリスニング2回⽬を解く
3⽇⽬ 時間無制限でリーディング2回⽬を解く
4⽇⽬ 復習&抽出(リスニング)
5⽇⽬ 復習&抽出(リスニング)
6⽇⽬ 復習&抽出(リーディング)
7⽇⽬ 復習&抽出(リーディング)



問題を解くときのコツ①【タイムマネジメント】
•なにがなんでもPart7に「55分」を残す

• Part5︓10分
• Part6︓10分
• Part7︓55分

• Part5やPart6とは違って、Part7は時間をかければかけるほど
正解数が上がる



問題を解くときのコツ②【先読み】

•先読みはマスト

•設問だけでなく選択肢まで⽬を通せるようになる

• Part3とPart4のうち7割は、聞こえてきた単語が正解になる

•実は、リスニングのスコアを上げる鍵はリーディング⼒



問題を解くときのコツ③【塗り絵】

http://manabuenglish981.blog.fc2.com/blog-entry-543.html

http://manabuenglish981.blog.fc2.com/blog-entry-543.html


情報③
• 当⽇の朝の過ごし⽅

• 模試のリスニング⾳声を2倍速で聞きながら会場へ

• ⽿を英語モードにする

• ⽔分は摂取しすぎない

• 開始前に余裕があれば単語カードor情報カードの復習



多解きの勉強法まとめ

•模試を解きながら、単語や⽂法の抜けを抽出し潰していく

•多解きを続けたら900点は時間の問題

•最初は圧倒され絶望するのが普通

•⽬標を達成している⼈は何度も「絶望→復活」を経験している



ステップ⑨︓「あとは時間の問題」にする



本⽇のまとめ

•やり抜くための3つのポイント(God／⽬的意識／現状維持メカ
ニズム)

•具体的な9ステップのTOEIC学習法

•現状維持メカニズムに負けず、信じて丁寧に淡々と続けること

•最⾼の半年間にしてまいりましょう︕


